
12月25日のアナザーストーリー 
                                   　　校長　迫田　尚久 

　令和7年も残りわずかとなりました。「光陰矢の如し」という
言葉がありますが，本当に月日が経つのは早いものです。「終わ
り良ければ全て良し」という言葉もありますので，「今年はちょ
っと…」という人は，来年がいい年になる弾みとなるように，残
りの日だけでも良い日が続くといいですね。そのためには，自分
の周りにある当たり前の小さな幸せに気付ける人になることで
す。小さな幸せを積み重ねましょう。 
　保護者による学校評価アンケートへのご協力ありがとうござい
ました。本校教育活動に対する叱咤激励もあり，本校の取組や対
応がしっかり家庭へ伝わっておらず，学校からの説明不足を反省
しているところです。ただし，そのご意見等の中には，個人の要
望や学校では対応できない要望もございます。きちんと精査して
改善できるものは対応してまいりますのでご理解ください。 
　さて，令和7年は昔の年号でいうと昭和100年でイベントも行
われました。また，戦後80年という節目の年でもありました。
　12月25日はクリスマスというイメージが強いと思いますが，
鹿児島県の奄美群島にとっては記念すべき日なので，鹿児島県人
でも広く知られていない話しを共有します。 
　昭和20年8月15日，日本は太平洋戦争で降伏し，昭和21年2
月2日，北緯30度以南の奄美と沖縄を含む南西諸島と小笠原諸
島は日本と切り離され，アメリカ軍の統治下におかれました。北
緯30度以南というと種子島と屋久島より南は日本でなくなった
のです。当然，自由な行き来や送金は禁止され，生活に必要な物
資や食物は手に入らなくなり，お金もアメリカ軍発行のお金に換
わりました。食糧不足は深刻で，アメリカ軍の支給する食料品が
約3倍に値上がりし，現地で採れる物を食べて空腹をしのぎまし
た。日本の新聞や雑誌も読めず，学校は教科書やノートもなく，
黒板や机・椅子も不足し，屋外で授業を行う学校もありました。
　それから5年後の昭和26年2月14日に奄美大島日本復帰協議
会が結成され，島民あげての5日間の断食決行や8月には11人の
命がけの密航陳情団が枕崎に上陸し，その後東京で国会・政府な
どに島の生活の苦しさを訴え，大きな反響となりました。その2
年後の昭和28年8月8日日本を訪問したアメリカのダレス長官が
「奄美群島返還」の声明を発表し，その年の12月25日に奄美群
島は正式に日本復帰しました。日本でありながら日本ではなく，
日本人でありながら日本人ではなかった苦難の8年間が終わった
のです。日本復帰を果たしたこの運動は，暴力的に対立すること
や破壊活動を行うことなく，平和的に熱く訴え続けた無血革命で
した。毎年12月25日に奄美市では日本復帰記念の日のつどいを
開催しています。しかし，沖縄の日本復帰はそれから19年後の
昭和47年5月15日でした。 
　　（参考文献：奄美群島日本復帰に関する郷土素材リーフレット　大島教育事務所作成）

 

日 曜 1～3月の行事予定

1/8 木 始業式、大掃除、学級活動(給食なし)

9 金 ３年実力テスト　

14 水 学年朝会

15 木 １年鹿児島学力・学習状況調査(国・理)、子ほめの日

16 金 １年鹿児島学力・学習状況調査(英・数・社)、英語検定、SC来校

20 火 ２年鹿児島学力・学習状況調査(理・国)

21 水 ２年鹿児島学力・学習状況調査(社・英・数)、生徒会タイム

22 木 中学校入学説明会

24 土 志学教室(9:00～12:00、有明地区公民館)

28 水 生徒集会

30 金 PTA執行委員会(新旧役員、18:30～)

31 土 志学教室(9:00～12:00、有明地区公民館)

 2/4 水 全校朝会、テスト前部活動停止期間(～11日)

  5 木 1・2年授業参観、PTA総会、全学年学年・学級PTA

10 火 定期テスト(～12日)、教育相談(～17日)

14 土 土曜授業日

18 水 生徒会タイム

25 水 生徒集会

27 金 SC来校

3/4 水 1・2年実力テスト、1年学年レク、公立高校入試(国・理・英)

5 木 1・2年実力テスト、2年学年レク、公立高校入試(社・数・面接)

8 日 PTA奉仕作業(1年)

9 月 3年学年レク

10 火 卒業式準備・予行

11 水 卒業式

12 木 学級生徒会、公立高校合格者発表

18 水 生徒集会

25 水 修了式、大掃除、学級活動、離任式

 ※行事予定は変更になる場合があります。

 宇都の風 

　 宇都中だより R７・１２月号 

  気づき　 考え　 主体的に行動 
  する　 宇都中生　 　

校　訓 

向学 強健 友愛

「学習者主体の授業」実現プロジェクト 
 
　教員の授業力及び児童生徒の確
かな学力の育成に資するため，県
では令和６年度から上記の取組を
県内の各学校で推進しています。
このプロジェクトは校区単位の小
・中学校で，授業改善に取り組む
ため，当日は宇都中校区の小学校
の先生方が多数来校されました。 

　５時間目の音楽(題材は歌舞伎「勧
進帳」)の時間，大勢の教員に囲ま
れた２年生は少し緊張気味でした
が，授業が始まるとどの生徒も話
し合いをしたり課題をこなしたり
と，周囲を気にすることなく授業
に集中していました。また，プリ
ントやタブレットを場面ごとに使
い分け，普段からタブレットを文
房具として使いこなしていること
がよく分かる場面も多く見られました。 

　与えられることを待つのではなく，自ら主体的に学ぶこと，
そうすることできっと毎時間の授業が楽しみになってくるは
ずです。さあ，３学期みんなで一緒にパワーアップして授業
を楽しんでいきましょう。 

タオルをいただきました 
 
　有明地区老人クラブの皆様から，「子どもたちのために使
ってください」とタオルをたくさんいただきました。 
　大切に使わせていただきます。ありがとうございます。

新しいタブレットを配布しています 
 
　ＧＩＧＡスクール構想第二期のタブレットが配布され，生
徒たちは早速，各教科の授業や各種アンケートの回答，生徒
会活動等，さまざまな活動に使用しています。冬季休業中は
家庭に持ち帰り，各教科担任等から出された課題に取り組む
ことになります。また１,２年生は，１月に実施される鹿児
島学力・学習状況調査は，紙ではな
くタブレットを使用して回答するこ
とになります。 
　家庭でもこれまで以上に触れる機
会が増えると思いますので，ぜひ利
用の仕方(ルール)やマナーについて，
一緒に話し合ったり考えたりする時
間を設けていただきたいと思います。

受賞おめでとう 
 
○地区図画作品展　　　特選　I・Aさん(2年) 
○地区作文コンクール　入選　M・Yさん(3年) 
○市理科作品展　　　　入選　K・Sさん(2年) 
○｢家庭の日｣作品展(絵画の部) 
　　　　　　　　　　努力賞　O・Hさん(1年) 
○民俗芸能活動(有明町蓬原熊野神社神舞保存会) 
　かごしま民俗芸能活動奨励賞　Y・Sさん(1年) 
○生命保険第63回中学生作文コンクール 
　都道府県別賞　鹿児島県佳作　T・Kさん(3年) 
○レシピコンテスト(物語給食部門　中学生の部) 
　　　　　　　　　　　  特選　T・Kさん(3年) 
○ボランティア活動認定証(50Ｐ達成)　A・Sさん(1年)


